
保育サービスとは？ ・・・
　乳幼児を育てながら働いているお父さん、お母さんに「ほんの少しの援助」をして、仕事と家庭を両立さ
せ、安心して働けるようお手伝いするサービスです。子育て中の方、お孫さんの面倒を見ている方、どなた
でも参加できます。より確かな知識を身に付けることで、安心して子育て孫育てもでき、保育サポーターと
して地域での活動（ファミリーサポート・保育サービスグループ）に活かしてみませんか。
講習日程

定　員　  １５人
教材費　　３，０００円
申込受付　9 月18 日（火）～ 10 月12 日（金）（定員になり次第終了）
申込・問い合わせは　女性センター未来　℡６２－０５４３

  

私
た
ち
は
第
２
・
第
４
土

曜
日
の
午
前　

８
名
の
仲

間
で
和
気
あ
い
あ
い
パ
ソ

コ
ン
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

春
に
は
高
田
へ
、
デ
ジ
カ

メ
持
参
で
お
花
見
に
行
っ

て
来
ま
し
た
。　
　
　
　

　

家
族
の
写
真
や
出
か
け

た
と
き
の
写
真
を
い
ろ
い

ろ
に
構
成
す
る
の
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
。そ
し
て
、
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は
ば
た
け 

21
世
紀

い
き
い
き
男
女
共
同
参
画

07.09

未来通信
　

平
成
16
年
10
月
に
発
生
し
た

中
越
大
震
災
、
避
難
所
に
避
難

し
た
人
数
は
10
万
人
以
上
だった
。

　

震
災
に
な
っ
た
時
、
各
省
庁
か

ら
の
応
援
部
隊
の
中
に
１
人
の
女

性
が
お
り
、防
災
服
を
着
てい
た
が
、

服
が
だ
ぼ
だ
ぼ
で
長
靴
も
大
き
い
。

女
性
用
の
物
が
用
意
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。あ
の
当
時
、
防
災
災
害

復
興
に
女
性
は
別
世
界
の
人
と
い

う
意
識
だ
っ
た
。当
時
の
防
災
大

臣
が「
女
性
の
視
点
も
大
事
」と

発
令
し
派
遣
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、平
成
17
年
12
月
の
国

の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
第

2
次
に
、
防
災
災
害
復
興
関
係

に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
入

防
災
災
害
復
興
と
女
性

第２回総合学習センターフェスティバル
　　　　　未来文化祭を開催します！

期日　１０月１３日（土）・１４日（日）
場所　女性センター未来

　女性センター未来で活動しているグループの作
品展示・舞台発表・体験教室など楽しいイベント

盛りだくさ
んの２日間。
詳しくは、
総合学習セ
ンターだよ
りＰ 26 ～
27 をご覧く
ださい。
　皆さまお
誘いあわせ
のうえご来
館ください。

 

未
来
に
集
う

グ
ル
ー
プ
紹
介

熱心に講演を聴く参加者

 保育サービス講習会　受講生募集！

見
や
す
く
保
存
し
て
お
き
た
い

物
の
整
理
等
や
り
た
い
こ
と
は

沢
山
あ
り
ま
す
。

　

今
は
筆
ま
め
を
使
っ
て
出
来

る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
勉
強
中
で

す
。
脳
活
性
化
の
た
め
に
も
、

ゆ
っ
た
り
ペ
ー
ス
で
パ
ソ
コ
ン
に

触
れ
、
以
前
や
っ
た
こ
と
も
復

習
し
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
緒
に
や
っ
て
み
た
い

方
、
仲
間
に
入
り
ま
せ
ん
か
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 
お
問
い
合
わ
せ
は　
　
　
　

　
  

女
性
セ
ン
タ
ー
未
来

　

  
℡
６
２
｜
０
５
４
３

Ｐ
Ｃ
未
来
同
好
会

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

を
め
ざ
し
て
、
飯
山
市
で
は
男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
を
任
命

し
て
、
取
り
組
み
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
い
い
や
ま
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
21
」
推
進
の
た
め
に
、

現
在
14
名
の
推
進
委
員
が
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
が
、任
期（
２
年
）

が
満
了
い
た
し
ま
す
の
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
新
た
な
推

進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な

た
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

募
集
要
領

・
募
集
対
象　

　

男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
の

　

た
め
協
力
い
た
だ
け
る
20
歳

　

以
上
の
飯
山
市
民

・
募
集
人
員　

若
干
名

・
締 

切 

日 　

10
月
５
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

　
　

総
務
部
人
権
政
策
課

　
　
　
男
女
共
同
参
画
係

（
☎
�
３
１
１
１
内
線
３
７
１
）     

飯
山
市
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
募
集

れ
、
男
女
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
を
考

慮
し
た
防
災
対
策
を
と
る
と
い

う一項
が
入
り
、防
災
基
本
計
画

に
も
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を

導
入
す
る
よ
う
に
と
明
文
化
さ

れ
、
災
害
時
の
要
援
護
者
の
避

難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も
担

当
窓
口
に
女
性
の
配
置
を
盛
り

込
む
とい
う
文
言
が
入
った
。

　

避
難
所
で
は
、あ
る
程
度
落

ち
着
く
と
、
男
性
は
当
た
り
前

の
よ
う
に
職
場
復
帰
し
た
が
、女

性
は
食
事
の
準
備
や
雑
事
な
ど

当
た
り
前
の
よ
う
に
課
せ
ら
れ

て
、
職
場
復
帰
が
遅
れ
、
家
族

と
職
場
の
板
挟
み
で
辛
い
思
い
を

し
た
人
も
多
かった
。

　

女
性
は
水
分
や
食
事
を
控
え

ト
イレ
に
行
く
回
数
を
少
な
く
し

て
い
た
。そ
の
為
、
授
乳
中
の
母

親
の
お
乳
が
出
な
く
な
っ
た
り
、

プ
ラ
イ
バシ
ー
が
保
て
な
い
為
に

夜
中
は
自
分
の
車
の
中
で
寝
て
、

エコ
ノ
ミ
ー
症
候
群
で
亡
く
な
っ

た
人
が
結
構
い
た
。ト
イ
レ
の
設

置
に
も
、ち
ょっ
と
目
隠
し
が
あ

る
方
法
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で

す
。

　

避
難
所
の
支
援
物
資
の
整
理

も
、
担
当
に
男
女
が
バラ
ン
ス
よ

く
い
た
所
は
新
生
児
用
か
ら
介

護
用
ま
で
き
れ
いに
整
理
さ
れ
配

ら
れ
て
い
た
。授
乳
室
も
、担
当

に
女
性
が
い
た
所
と
そ
う
で
な
い

所
で
は
整
備
に
差
が
出
た
。

　

災
害
時
に
は
日
常
で
は
見
え

な
い
社
会
的
性
差（
ジェン
ダ
ー
）

が
明
ら
か
に
な
る
場
で
も
あ
り
、

△昨年の様子

月　日
　①１０月２２日
　②１０月２５日
　③１０月２９日
　④１１月　１日
　⑤１１月　５日
　⑥１１月　９日
　⑦１１月１５日
　⑧１１月１９日

　講　師
　保育士
　保健師
　保健師
　臨床心理士
　保健師
　消防士
　保育士
　保健師・保育士他

　　　時　間　　　　　　　　　
（月）午後１：３０～４：００　
（木）午後１：３０～３：３０
（月）午後１：３０～３：３０
（木）午後１：００～５：１５
（月）午後１：３０～３：３０　　　
（金）午後１：３０～３：３０
（木）午前 9：00 ～午前 12：00
（月）午前 9：00 ～午後 4：00

　　内　容
開講式・保育の心
身体の発育と病気①
身体の発育と病気②
心の発達とその問題
子どもの世話
安全・事故
子どもの遊び（実習）
乳汁・食事（実習）他
閉講式

非
常
時
に
お
い
て
ジェン
ダ
ー
に

と
ら
わ
れ
な
い
行
動
が
で
き
る
よ

う
、日
頃
か
ら
ジェン
ダ
ー
に
敏

感
な
視
点
を
も
って
地
域
づ
く

り
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

ま
と
め
と
し
て
、次
の
５
つ
を

掲
げ
ま
す
。
①
防
災
と
災
害
復

興
へは
男
女
共
に
参
画
が
必
要

で
あ
る
。②
避
難
生
活
に
お
いて

も
す
べて
の
人
権
が
守
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
③
災
害
時
も

あ
ら
ゆ
る
場
面（
家
庭
、
職
場
、

地
域
）で
男
女
共
同
参
画
が
必

要
。
④
性
別
役
割
に
と
ら
わ
れ

な
い
視
点
を
も
って
の
心
の
ケ
ア
、

相
談
体
制
が
必
要
。
⑤
行
政
は

被
災
者
の
声
を
聞
い
て
庁
内
部

署
の
連
携
を
密
に
し
て
積
極
的

に
支
援
す
る
事
が
重
要
で
あ
る
。

～
新
潟
県
中
越
大
震
災
と
私
の
３
年
～

　
あ
な
た
と
私
の
共
同
参
画
講
座
第
２
回
は
㈶
新
潟
県
女
性
財
団
理
事
長　

大
島
煦
美
子
さ
ん
に
、
ご
自
身
が
直
面
し
た
中
越
大
震
災
の
体
験
を
通
し
て
、

防
災
や
災
害
時
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講演後の座談会で話し合う

大島煦美子さん


